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▲完成した穂高小学校の子どもたちとい穂高住販代表取締役のり1血様
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くバッタンバン州地図>
～地雷原の残る村での村落開発支援スター ト～

カンボジア北西割:の タイ国境は、世界で 1,有 I・Kの 地雷埋設地Inl

であり、今で 1)多 くの被害者を出しています.今回支援をスター

トした村は、バ ッタンバン州 コ′、り[エ ン郡′)オ ッチ Jン ホ ック

付.こ の村には、197家族 (963人 、そυ)う |,女性 457ノ、11｀上

活 してお り、その うt,土地も無い 1最 1,貧 しい生活Jを強いらオt

ている人々が 27家族、一般的に 「貧しいJと されている人 1々■

151家族に 1)な ります.ま た地雷によろ障害者は 9人 、高齢詢 6

人が生活 してお り、政 ll fか らの社会保障11何 1,受 けていません

まず二約 100人げつ子ど1,が学校´ヽ通 うこと力■こき/rtヽ でtヽ ■ 1, こ

の村で 1)ま だ家のす ぐ先には地需が埋 まっている場所が残 され

てお り、本会が提携する地雷撤去団体 MAGへの資金提供を継続す

るとと1)に 、この村での貧困層を対象とした開発支援を 2008年

10月 より始め、『新たな地雷事故ゼロ、被害者ゼロ』 ′)達成を目

‖ヨしま●.

～国境問題で静ま り返った街で始まつたプロジェク ト～

村では、2008年 4月 に村人が ミーーティングを開き、100家族の村人が住民組織 (寄 り合い制度)に登

録 されました。住民組織では、収入向 L(マ イクロクレジッ ト=小規模融資)、 社会保障 (健康保険など)、

奨学制度などのシステ′、を作 り、運営 していきます .国境が日と鼻げ
'先

のこの地域では、10月 に入り、

タイとの国境問題で大規模な戦争が起こるか tぅ しれないと、住民の多くが不安な毎日を送るようになり

ました。安全な場所に住む親戚の家に避難をしている人1)い て、訪れる人1)少 なく、街 |ま静まり返つて

います。それとは対照的にこの村では、これまで 1)み んなで少 しすつお金を出し合い 村の道を整備 し

てきた経興 )あ り、今回のプロジェク トで 1)積極的titt.mか なされてきました.それでも足りない資金

面の補助を本会からすることにな ります.マイクロクレジットの元金 |ま 、IICA基金 (=「世界の人びと

のための JICA基金J)か ら賄われ、また、地雷被害者への社会保障、貧しい人々が病気や怪我などによ

って生活がさらに悪化するのを防ぐための健康保険制度など1)、 村人たちが毎月小額 (1000リ コ:ル =約

25円 )を住民組織に貯蓄 し、まかないます.さ らに家l_Iの経済的な理由で教育を受けられない子 ど1)た

ちには、住民組織が奨学制度を設立 し、制月R、 文房具を買うのに必要な資金を村人から集めていますが、

足 りない場合は、NGO地雷ゼロ宮崎様 llttplllwlw spin ne jp/｀ mlc zero/)か らのご支援で、不足分

を本会よリサポー トしています,(えずみ )

‐・    ‐|||■■|■|||■
～地雷事故で足を失い・・・そしてまた地冒原の村へ～     ||||

ルン・リンさん (38歳 )、 4人家族、3人の子どものお母さんです。1994年、川辺に沿

つて歩いていた時に、昨年本会が村落開発支援を行つたバすン郡チャンミエンチャイ・コミ

ューンで事故にあいました。その当時はバナン地域に住んでいましたが、地雷が多く残つて

いました。彼女は毎日その道を歩いていたため、そこに地雷が埋まつているとは思いもし讀

せんでした。事故の後、足の治療のためにバッタンバン州立病院に行き、右足を切断。義足

をはめての農作業は非常に大変で、生活状態は厳しいですが、住民組織のメンバーとなつた

彼女もまた一員として制度を運営、自らの生活の改善にも取り組みます。(え ずみ )
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～待望の小学校完成 !～
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11 ,0分 ,■ 11ケ い 〔、2´ ,プ )僑 を,ti,、  Lう や(穂 1島 J・ヽ1校 (i tttヽ「二上さ{二 li、 100ノ、以 卜/1村 ノ、1｀ 出迎えてく, t

Ll ,t二 11100'、 :‖ 1■ )||夕、、200ブ、,1卜 1ヴ )小■生、|」
jl、 ツ`ウ :′レ部教育省′,ル :)出 席され、大変にぎやかな 1

:な つ
=:た

 |1長 、教育省″,tL順千(■ スヒーチをし〔:ヽ ■だき チウ・ルネ ′十ンスを代表 tて カンテ||''ア ニ

駐泊:中 ,)II角 |,ク スー′
'語

rス ■― rll,|,ろ ん川向様に 1,'挨 |,い ただき、京都文nI事務用品組合様 ミいJ寄付い

ただいた文房具類υ
'贈

呈式 1,キ

`,そ

、開佼式は終了しました ||1脊 乃・ ■1,た すサII笑顔 |:lt ilH´ ,て いろ ■オ1か「,υ )自

rJを 想像 tて 1喜 t ilヽ ,́ti l七
=L「

う !

嬉 [´ 1ヽ υ)は
「

Ll)た
'11iか

|,で は1)り ません,小学校の・l設作業員 L

して多くυ
'|す

ノ、がlllき 、1又 入を得ζ)二 とができ 仁した 公共事業で雇用

を増や ■、い´
'″

)ロキイてt,ど こ●)国で 1)通 用する0'■ 1ね  し方ヽ し、■校

建設が終われlirF′りの仕事 t,終 1,´ ,〔 ヒよい主+3人 ブ
'子

ど1,が いる

や,る お母さん t,、 例外で1上ありtせ /し でした、小学校が完成 した今、収

入を得るこ1■う`で
=す

、 タイ国境付li(1移 住十ろが生 itれ 故郷に帰ζ)

か、の選択をi壼「,オ tて います .自 分が建てた学1交に自分の子どもを通わ

せることができない.き っと無念な気持十,て ぃっliい で しょう。そんな

人たち′)ilめ it,、 テラ ルネッサンスlt子 どもたちが学†を lヽT Iろ i

う|■収入向 上υ
'た ')の

職業訓練をする予定です,ま だまだ模索状態です

が、新フロジェクトの新音情報をお知 1,せできるよう、今後 1)頑 張つて

まtヽ ります.

千どキ,た す,′ )笑顔を見ていると、カンボジアυ)将来ti t,命望が持てます 子ど|)た ち ■とつて 1,親 御さんや村人にと

つて :,、 モ [ ごFlた す)'ラ ・ル iネ ッサンス ■
=´

)て |)、 穂高小学l~完成11大変嬉 Lい ニコースとなりit_た  (ル ,お き)
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進めてきた、クラスター爆弾tt Lへのliの い (― プ!]セ ス
)

の ことです. ノル ウェー政府の呼びかけでは じまつたこの

フロセ スは、ノル ウ :ニ ーの まi都 であるオスロ (t,な みにノ

ーベル平和賞の授賞式は ここで行われ ます )か に,名 前を

とつて、オスロ フロセ スと呼ばれてい ,I■
｀

そオtiで は

CCW(特 定通常兵器使用禁止条約)の会議でクラスター爆

弾の問題について話 し合われていたのですが、この会議 で

は全会 一致ではない と物事が決 |ヒ リ■せん.そ ″,た め、ク

ラスター爆弾禁上に反対す る国 (例 えばア メ リカや ロシ

ア)と の意見があわず、 クラスター爆 JI「 禁 LttFlt´、の 可能

‖:が 1■ とん ど見えませんで tた .そ こで ■を煮や した ノ

ル ウェーの呼びかけでは じまつたのが このオ スロ・フ |]セ

スです .

(対人地雷禁止へのプロセ スもこのように GヽOと 治志「呵と

の協働で進んでいつたのですが、対人 l也 11:禁 Lへのプロセ

スはカナダが中心となつたため、カナダυ,首イ
'の

名前をと

ってオタワ プロセスと呼ばれていま11,オ スロ Lオ タワ

ち 上っと べヽ。こヒ́いで■
‐
ね―‐)

2007年 2月 にオスロで開かれたNGOと 有志国による会議

から、オスロ・プロセ スは本格的にスター トしました こ

のオスロでび)会議 (■ は NGOと 49ヶ 国の政府とが参加 し、

「オスロ宣言:と 呼ばれるクラスター爆弾禁上を日標 とす

る宣言が採択され ました.参カロ国 19ヶ 国中げ
'46ヶ

国の賛

成で採択 されたこの宣言なのですが、残念なから日本政府

はこの宣言に賛同 しなかった 3ヶ 国の うt,び)1つ で した

その後 2007年 5月 {「 ベルーーの リマて、そ して 2007年 12

月にオーーストリアび)ウ ィーンで、続いて 2008年 2月 1[ニ

J― ジーラン ドのウェ リン トンでそれぞオt会 合が持たれ

■した.会 合を重ねるにつれ参加国が増えていつたのです

が、日本政府はクラスター弾が安全保障面から重要たとい

う立場か 0っ (島 国である日本 li、 1)し 敵が海か |,が 攻めて

きた際に、敵′
'Li■

を防ぐた

“

)に クラスター爆弾が必要と

い うげ)が 日本政府σ
'立

場でした

'、

クラスター爆弾禁 卜に

lt消極的な姿勢でこれ らの会合にげ
'そ

んでいまし11

そ して、2008年 5月 にクラスター爆弾禁 lL条 約の実質

的な内容を決める重要な会合がアイルラン ドのダブリン

で開|ヽれた0)ですが、日本政府 liそれよでゲ)態 度をル,r)た

め、こ′)会議でlt択 されたクラスター爆弾tl止 び)4‐ギ,案 |「

貫同しました こオtli、 日本政府が事
~‐

上クラスター̈曝弾

禁上に賛成 した Lい うことです.日 本政府が態度を変化さ

tiる こと こな・ ,た背景 |二 は、NGOか
"ブ

グ
'働

きかけや世論υ)

高tり があつたと言えるでし Lう

ただ、まだ安心はでき
=せ

ん― クラスター爆弾禁止条約

の調印式が今年の 12月 (■ ′ルウ
=「

―のオスロでF.Pかれる

′)ですが、日本政府の態度 |.1、 1条約案の採択 二lt賛同 じ

たが、まだ署名すると決だ,た わけで|まない_と い うも′)で

す.ク ラスター爆弾禁上に賛成υ
'立

場を示 した福田首相が

首相の座をi基いた今、日本政 l■ が 12月 の調印式でクラス

ター爆弾禁止条約に調自〕する Lli限 1)な いのです.そ のた

め、12月 2日 -3日 |ニ オスllで開かオ1/‐2調印式に向けて、

NGO、 そ ヒ́て世論が政府 |二 対してlllき かけ続 |て いくこと

が大切になつてき―に・● (ひ ぐ1))
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2008年 1月 に 4期生 15名 (10代 子を半υ)元 子どt,兵 )を受 1入′l、 当会′)社会 |●帰セ

ン ター (1今 1で |」tい 活気が十)ふ れ でい 三十 2005年 か
',本

格的 1二 始 Lっ たウ 1/ン ダ事:

業で十が、当初√
'受

|1入れは自立が一番¬難だとされていた●千 .31,が いるた少女兵

(チ ャイル ド、′ザー)、 ●片足を失うなど障がいを負 ,́て LI´った元子ど|,兵 、1■ し1■

1,れていまし́た. しか し、昨年か 1)受 1人オt枠を広:ダ、外務省無償資金協力li tっ て建

て「りれた施設げ
'中

に、本上大Iの教室 t,作 ′,れ たことに`kり 、多くの男√)子が入学 して

きました.そオ1に より、今まで女の子が大半だつた当会の施設で t´ たが (表 1参照)、

1本 み時間にふざけあつたり、サ ′カーをした りと、さながら日本の高校υ)よ うな雰囲気

が漂い、生1/tた ちは仲良く楽 しそ うに勉強に励んでいます.そんな彼らの元気 やる気、

そ して希望を育む場所 として今後 t)活 動をしていきたいと思います.

リンス や所を学ぶ日曜学校
元子ども兵社会復帰支援センターの■ 3習 日。20代

の元子ども兵が学び、技術を習得する平日のセンター

と一風変わり、たくさんの子どもたちが車に乗つてや

ってきます.「 センターが休みの上日を有効不J用 するた

めに子ども達のダンスや歌を練習する、いわゆる日曜

学校をしてはどうかJと いうスタ ッフの声からこの恒

例行事は始まりま した。

先生は平日、当会の生徒に音楽を教えているサンデ

ーとアチョリ族伝統ダンスの先生ホールです。さすが

はアフリカ人の血を3く 子どもたち.歌もダンスもノ

リノリで、覚えも良く、激しく熱いあっという間の 4
時間を過ごしていました。

～6ラ ひとフのテタ・ルネッチンズ～

▲歌の様子

～ペー′く―ビーズ～

社会復帰のための授業の一環で受益者 (元子ど1)tr)が 作っているのは、いらなくなつた紙を再利用して作った『ベ

ー /ヽ一ビーズァクセサリー』です.古雑誌を裁断機で切り (写真0)、 一つ一つ丁寧に手で丸ダ)(写真②)、 ネックレス

やストラップを作つています (写真0).200811か ら当会が出店するイベントで1,販 売を始め、ご購入された方々から

「紙に|よ 見えないくi,い クオリテ ィが高いJlかわいい などとたくさんのコメントをいただきました.占雑誌を切っ

て作成しているため、一つとして同じ物は I・・りません.彼女たちが一つ一つナ1念 に作った『ベーバービーズアクセサリ

ー』は、これからのイベントで1)販 売していきます.イ ベントの詳しt'情報はホームベージで随時、更新していきます

のでご確認ください.(く りた)

表 1 期生別受益者 (生徒)数

|ギ :― 1書1評
‐~「_ |   | __ 1 1_ |「
F4111{「

▲ í｀ 裁断機で紙を切る ▲2手 で一つ=つ丸める ▲0)イ ベントでの販売の様子

5
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2008年 9月 1日 から 8日の日程て、2008年夏カン

ホシア スタテ ィ ツア ーをlJな いました.私たちのツア

ーの日玉は、カンホシアの 3者:市 を□ること、 そしノてit

串原見学がてきるとしヽうことて す.今回は全国から 10名

の11会人や学生の方が参加され、五感をフル こ庄 ,て
~忠

動
¨

や
…
シ ョック

¨
、

｀
気つき

｀
を得て、帰国 しま した,単

に気つきとい つてもいろいろあります.,Jえ はカンホシア

のコミ山は′葦,生 上よくないし、なくさなけれはならない

けれ ともロミを拾 つて生計を立てている人は仕事 を失 う

ことにな って し′まう なと、問諏解決が一崎縄てはいかな

いということてす.気つきの観点 よ参力0者 によ って違い、

そ′lが個性となります.今回はその個 1生か光 ったツア ーと

なりま した.そ して気づきからとのように自,〕 rlttlLする

か、どうイi動するのか、それが「平禾0の担い手Jとなる瞬

問てもあ ったりするのです .

ツアー中私たちスタ ッフ ま]率ことして参加者のケアや

フ ォローをした りしますか、帰国後も重要な仕事か 姜ヽされ

■しヽま す.で ■ 1つ として十ド嵩蓄イ
「

成 しヽキ『高会のお手t,い

かあり.tす  F_IJ参力Π芭 |よ ツアー中登けたものの人ささに、

支革 ■ILこ ■こtlう 作業に1人変苦 しみま ‐J.頭の中て よカ

7Jっ てるけと文章にてきない、
=t=t呈

理かてきな :ヽ

しも` tこの l「 業を辛」ることによ 1,て また大きく成長するこ

とを亀たらはF[」 こしヽま■ こ うして完成 した幸∵告_~や幸F

告貪 ■大切なもの.2008年 夏のツアー参加者も、 ,こ の

|1業 に「 7り 千Hんている東 つ最中て す.報告書は来年 1月 に

完成予定てすのて、こ礼等の力 よテラ ルネ ッサ ンス事務

局まてお問い合わttく たさいませ.1あおき ,

●・ド

ヽ
'

鱗

|1舞ザれだワノコンサート～カンポジアからの風にのせて～

′しア,レティ

平和のために

力1[

かな雰囲気に なりま
．
　

一奮
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今年げ
'9月

、結晶 II発送時 1■

実 liさ ■ 〔tヽ たださ I L ll

このアンケー トli、 ■会員t/皆様 L顔が見える間l‐

‐
をつくること、●会員の皆様げ)率 直な意見を取 り入れるこし、

その意見から●テラ・′しネッギンスの新llな活動げ
'起

点 [すること、この 3点を目的として行いました.

発送 f賞 、多くの会員の皆様が同答をおキヤl下 さtヽ L[た  本当{こ ありがとうございます.今 回はその中か
',、

会

員71方 がなぜ会員を十L続 しているげ
'か

という質出l(1ついての国答をいくつか紹介させていただきたいと思います.

ラ・ルネッサンス会員アンケー ト」を

遠い国の出来事を実際に知る

ことにより、自分の今おかれてい

る立場に感謝ができます。

そして少 しでも協力して当た

り前の人生が歩める人が増えて

いつて好ましいと思います。

(個人会員

少年兵という存在を知 り、衝撃

を受けま した。      ・

も し自分の子供が同 じような

境遇だつたら…と思 うと、何か少

しでも私も、できることから、行

動を起こし、より良い世界に向け

て生きていきたいです。

アンケー トにお答えいただいた会員の皆様 、

を当会運営の参考にさせていただきます.

なお、アンケー ト回収はまだ受け付けてお り

筒にて

'E送
くだ さい。お手数ですが、 よろしく

貴重4rご意見をあ りが とうございました。今後、皆様からのご意 見

ます.ま だ発送 されていない方は、9月 の結晶母に同封 している封

お願い致 します。 (か しわばら)

ふぇいす toら、ぇいす.

けるように、事務局のメ

顔のみえる NPOを 目指すテ

ンバー紹介を していきま-11.

ラ・ルネとしては、会員の皆様にテラ・ルネの顔が見ていただ

今回はスタッフの牧野由起子 とインターンの柏原健太です。

私がテラ ルネでインターンを始めたきつかけは
｀
私たちは一人ひと

りに「末来をつくる力」がある"というテラ ルネの理念を知ったこと

でした。私は以前から世界の様々な問題に関心があり、どのようにした

らこうした問題を解決することが出来るのかと者えていました。考えて

いくうちに自分だけでは何もできないと強く感じ、自分の無力さを感じ

ました。そんな時に出会ったテラ ルネの理念は、一人,とりにもでき

ることがあり、みんなの力をあわせることで、大きな力になるというこ

とを教えてくれたのです。

私は現在会員サービスlB当 として、新規会員様への文書発送、既存会

員様へのアンケ=卜実施などをしています。その一つ一つを通して会員

様とのかけ橋となるとともにt会員様一人ひとりの持つ力に気づいても

らえるきつかけとなることを願っています。

柏原健太

2008年 4

会員サー

KASHttABARA,Kenta

月よリインターンとして

ビス担当

牧野由起子
MAKINO,Ytlkiko

2008年 1月 よリスタッ

として経理・総務担当

大阪府 吹田市の出身で、現在も吹田から事務

所に通つています。NGЭ のスタッフとしては情け

ないことに飛行機が苦手で、なるべくなら飛行機

には乗りたくないため、海外出張には行きたくな

いと駄々をこねたりもしています。

国内外でのテラ ルネの活動が円滑に進められ

るよう、国内事務所の体制整備が私の役割である

と考えていますので、これからもさまざまなこと

に取り組んでいきたいと考えています。

「

~'



クリスマスも間近な 12月 5日 (金 )。 テラ フレネッサンスの本

拠地“京都"の LAB TRIBEで 、“子ども兵
¨
をテーマに、クラブ

イベントを開催することが決定しました。ゲストは12月 3日 にメ

ジャー セカン ドシ ン グ ル を発 売 す るバ ン ド、FUNKIST!ウ ガ ン

ダ駐在代表の小川真吾も帰国して、トークライブに出演しま

す。アフリカの“今"を生きる子どもたちから世界の“未来"を作

り手 の 皆 さん にむ け られ たメッセー ジを FUNKISTとテラ フレネ

ッサンスがお届けします。

2008年 12月 5日 (金曜日)開 場 16ЮO/閉 場 2100

前売り2,500円 /当 日3,000円 (ドリンク別 /定 員 200名 )

イ ベ ン ト内 容 (下 記掲載内容以外にもブース出展等の企画有 )

鬼丸昌也講演,染谷西郷 ×鬼丸昌也 X小川真吾トークライブ

FUNKISTライブ ,Three p ece Of Commun caionラ イブ

チケット購入方法等、下記ア ドレスに掲載しております

http://www terra― r」 p/katsudo/ch ldso dier081 205J html

テラ・ルネッサシスHPからジャンブされる方はこちらが目印です →

問い合わせ funttst 0812050gmai com(NPO法 人テラ ルネッサンスイベント担 当 )

主催 NPO法人テラ フレネッサンス 協賛 :LAB TRIBE後援 FM京都 、Splnns、 momokutett cafe

～感じる・ふれあう・助け合う

世界につながる国際協力のお祭り～

関西のNGOが大集合する、関西で一番大きいイベン

ト。それが毎年恒例となつている、ワン・ワールド・フエステ

ィバルです。今年は 12月 20(土 )・ 21日 (日 )に大阪国際

交流センターで開催されます。

テラ・ルネッサンスは活動紹介ブースと、民族料理店に

おいては、前回も大好評だったカンボジアの民族料理「ク

イティウ」(お 米のヌードル )と「ノムバンチエン」(揚 げパ

ン)、 そしてウガンダ産コーヒーを販売します。寒さに負け

ず、スタッフとボランティアカを合わせて頑張ります !

年末のお忙しい時期ですが、ぜひお誘い合わせの上ご来

場ください。

ワン・ワールドフエスティバル

日時12008年 12月 20日 (■ )10時 17時  21日 (日 )106時

会場1大阪国際交流センター(地下鉄:谷町九丁目駅 近鉄‐上本町駅)

ホームベージ: http//wwwinterpeop e orjp/0ぽ /

【編 集後記】 (事務局 :朽jロ ヤi'成 )

結品母′
'デ

ザインをリニューアル t´ ました.先

月か t,イ ンターンを始めたしヽぐら1,編 集作業を

お手伝いさせ 〔いただいたのですが、思 ,́た 以上

に編集 1は時間がかかり、レイアウ トを考える″)

1, 昔労でした,新 しいテザ インに力Bえ 、結晶母、

う=,ル ネυ)活動全般について |,Iキ様からび)=意

「L・ ■要望をお待
'ソ

してお t'Iす

たた、F見在、ラオス事業 とウカィダ事業 ヽ

“

,資

金が不足 してい ます. ヴ|き 続 き皆様 tヽ t,。 )」 支

援・ ■協力を l〔 ろしくお願いいた しよす

【編集・発行】

特定非営利活■ll法 人 テラ・ルネッサンス

6120031 京都市伏見区深草池 ノ内町 523105

Te1/Fax:075‐ 645‐ 1802

E‐ Mail i contactOterra r,p

lJRL httl)〃 www tclla■ ip

erraC
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